
 渡り鳥が多く飛来する「藤前干潟」、今まで多くの人がこの干潟の鳥を調べてきまし
た。しかし、鳥たちには翼があります。１日のことで沢山いた鳥、珍しい鳥や貴重の鳥
が記録から外れることがしばしばあります。そこで「世界渡り鳥の日」でもある５月１２
日（日）に皆さんの力をお借りして、もっと多くの記録を残したいと思います。 

 

•鳥のことはあまり分からないがメモぐらいなら 

•少しわかるからもっと知りたい 

•結構知っているから藤前干潟の自然の為に力になりたい 

•珍しい鳥に出会いたい 

小学生や初心者、ベテラン問わず幅広く歓迎します。 

主催：名古屋市野鳥観察館指定管理者 東海・稲永ネットワーク 

日時：平成２５年５月１２日（日）  

                13時00分～14時00分 

場所：名古屋市野鳥観察館 

•平成２５年５月８日（土）までに、はがき(消印有効)・FAX・
メールにて、代表者の住所・氏名・電話番号・参加人数を明記
し､事前に下記の問い合わせ先へお申し込みください。人数に余
裕があれば、当日参加可。 

応募方法 

•名古屋市野鳥観察館 

〒455-0845 名古屋市港区野跡４－１１－２  稲永公園内 

TEL:052（３８１）０１６０／FAX:052（３８１）０１６０ 

ﾒｰﾙ：n a g o y a . k a n s a t u k a n @ c a r . o c n . ne.j p 

お問い合わせ 

春 

•オーストラリアや東南
アジアからオオソリハ
シシギ、メダイチドリ
が飛来し繁殖地へ向か
う途中で「藤前干潟」
へ舞い降ります。また、
コアジサシ、ササゴイ
のようにこの近辺で繁
殖する鳥も飛来します。 

秋・冬 

•シベリアで繁殖したカ
モ達が大群で飛来しま
す。また、アラスカで
繁殖したハマシギも大
群で渡ってきて冬を越
します。旅鳥として通
過するものもいます 


